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「LOCAL FISH CAN グランプリ」 
全国決勝大会へ進出決定！ 

新川高校NEWS号外 令和６年９月１７日発行 

【参加部員一覧】 

 西島琉（２年・入善西中）  森田康生（１年・上市中）  島田陽洸（１年・清明中）  千代陽暉（１年・清明中） 

朝日町の食害ウニを使った 
「うにのリエット」を商品化 

 １学期、コミュニティビジネス部の西島琉さん（２年・入善西中）、森田康生さん（１年・上市中）、島田陽洸さん（１年・清明

中）、千代陽暉さん（１年・清明中）の４名が、「LOCAL FISH CAN グランプリ ２０２４」に応募。動画による１次審査やオンラ

インでのプレゼンテーションによる２次審査を通過し、全国決勝大会への出場が決定しました。 

  新川高校は、朝日町で海岸の藻場を荒らすムラサキウニに注目。ムラサキウニと朝日町産の野菜を使った「うにのリエッ

ト」を考案しました。開発のために、朝日町の海でウニの生態を知ったり、水産研究所を訪れたりもしました。 

 「うにのリエット」の材料は、オール朝日産。缶詰加工も朝日町で行います。９月９日（月）には、生徒たちが朝日町を訪れ、朝

日町の加工会社「テイスト」さんと農業法人「マッキーファーム」さんの協力を得て試作しました。 

 全国決勝大会は、１０月１３日（日）に東京で行われます。 

【「LOCAL FISH CAN グランプリ」って？】 

高校生がLOCAL FISH (地域の課題魚) を利用したオリジナル缶詰を開発し、 競い合うというもの。大会を通して海の現

状課題や海の未来展望を知り、海にもっと関心を持ち、行動するきっかけを作ることを目的としているほか、LOCALFISH

を利用することで、地域の活性化にもつながっていくことを見据えています。 

朝日町の海でウニの生態観察 県水産研究所の見学 

県水産研究所の方にお話を聞く 

オンラインプレゼンテーションの準備 学校でリエットの試行錯誤 加工会社「テイスト」さんでリエット試作 


